
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生のみなさんは９月に前期期末テスト、中学３年生のみなさんはそれに加え、実力テス

トがありました。緊急事態宣言が出され、テストが２週間延期になった中学校もあり、テスト

勉強の時間は今までより、たっぷりとありました。その甲斐あって、点数を伸ばしてくれた子

が多かったです。中には、平均点が下がったにもかかわらず、驚くほど点数を伸ばしてくれた

子もいます。 

 

次のテストで自己ベストの点数が取れる正しい勉強法について、みなさんにご紹介します。 

 

小学生のみなさんも必読です。小学生の時こそ基礎学力と正しい勉強法を身につけるべきで

す。それを身につければ、中学では上位の点数を楽に取ることができます。 

 

テストは結果も大切ですが、結果そのものが大切なのではありません。自分の理解度をはか

る一番のツールとして、終わってからどう活用するかが一番大切なのです。間違った箇所を見

直して、なぜ間違えたのかを考え、繰り返し練習し、二度と同じ間違いをしないことが大切な

のです。 

 

また、見直す際、特に暗記が中心になってくる理科・社会は、教科書でその問題の箇所を見

直すと、その箇所の授業が記憶によみがえり、覚え直すことが容易になってきます。 

 

算数（数学）などの計算問題などでは、間違えた問題を見直しもせず、もう一度最初からや

り直すと、また同じ間違いをしてしまいます。これでは時間の無駄です。できる子は、必ずこ

の見直しをして間違えた原因を突き止めます。また、間違った問題だけをノートに書き写し、

自分の苦手な箇所だけを集めたオリジナルの問題集を作り、もう一度やっている子もいます。 

 

小学生のうちは保護者の方が主導でやる必要があると思います。中学生は学校の宿題の自主

勉として活用し、定期テスト前にもう一度やってみるとよいでしょう。 

 

 

中学生のみなさんが、期末テストの結果と答案を持ってきてくれました。答案を見るとその

子その子の理解度や、問題の解き方、答案の書き方がよくわかります。その子その子に合った

指導に役立てることができます。 

 

   

 

 

（1）３５版  令和３年１０月   啓 伸 塾 便 り  ２０２１年（令和３年） １０月（年刊） 
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10月（葉月
は づ き

） 

October 

２
０
２
１
年
度
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
文
部
科
学
省
が
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
新
聞
を
読
む
回
数
が
多
い
子
ほ
ど
、
ま
た
、
親
の
蔵
書
量
が
多
い
ほ
ど
テ

ス
ト
の
正
答
率
が
高
く
な
る
と
い
う
相
関
関
係
が
全
教
科
で
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
聞
を
ほ
と
ん
ど
、
全
く
読
ん
で
い
な
い
と
答
え
た
小
中
学
生
は
、
過
半
数
を
越
え
て
い

る
と
新
聞
記
事
は
伝
え
て
い
ま
す
。
新
聞
の
発
行
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
新
聞
を
取

っ
て
い
な
い
家
庭
は
、
今
で
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

小
学
校
の
国
語
・
算
数
、
中
学
校
の
国
語
・
数
学
の
全
教
科
で
「
ほ
ぼ
毎
日
新
聞
を
読
む
」

と
答
え
た
児
童
・
生
徒
の
平
均
正
答
率
が
最
も
高
く
、
読
む
頻
度
が
下
が
る
に
つ
れ
て
正
答

率
が
低
く
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
小
学
校
国
語
の
正
答
率
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
「
ほ
と
ん

ど
、
全
く
読
ま
な
い
」
で
は
、
約
１
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
正
答
率
の
差
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
家
庭
の
蔵
書
数
」
を
初
め
て
調
査
し
た
結
果
、
２
５
冊
以
下
が
３
割
を
占
め
た

一
方
、
蔵
書
数
が
多
い
方
が
テ
ス
ト
で
の
正
答
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。 

 

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と 

０
～ 

１
０
冊 

 

小
学
生 

１
１
パ
ー
セ
ン
ト
・
中
学
生
１
４
パ
ー
セ
ン
ト 

１
１
～
２
５
冊 

 

小
学
生 

１
９
パ
ー
セ
ン
ト
・
中
学
生
３
０
パ
ー
セ
ン
ト 

 
 

２
５
冊
以
下
が
３
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

２
６
～ 

１
０
０
冊 

小
学
生 

３
４
パ
ー
セ
ン
ト
・
中
学
生
３
２
パ
ー
セ
ン
ト 

１
０
１
～
５
０
０
冊 

小
学
生 

３
２
パ
ー
セ
ン
ト
・
中
学
生
３
０
パ
ー
セ
ン
ト 

５
０
１
冊
以
上
小
・
中
学
生
と
も
５
％ 

学
力
テ
ス
ト
の
正
答
率
を
み
る
と
、
小
学
校
の
算
数
で
は
、
親
の
蔵
書
数
が
最
も
多
い
子

と
最
も
少
な
い
子
で
は
１
８
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
、
中
学
校
の
国
語
で
も
１
５
ポ
イ
ン
ト

差
が
開
く
な
ど
、
蔵
書
数
が
多
い
方
が
、
正
答
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

  

基
礎
学
力
を
重
視
す
る
学
習
塾 

啓
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た
だ
今
、
新
入
塾
生
募
集
中 

 

５
０
０
冊
の
本
が
あ
る
家
と
は
ど
ん
な
家
で
し
ょ
う
。
大
き
な
本
棚
が
２
～

３
つ
く
ら
い
は
必
要
で
し
ょ
う
。
読
ま
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
そ
こ
に
本
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
す
。 

 

子
供
は
、
親
の
姿
を
見
て
い
ま
す
。
子
供
は
、
親
が
言
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

親
が
や
る
こ
と
を
ま
ね
る
の
で
す
。 

 

「
子
供
は
、
言
っ
た
よ
う
に
育
た
な
い
、
や
っ
た
よ
う
に
育
つ
」 

 

こ
の
言
葉
は
、
私
が
中
学
の
恩
師
に
、
中
学
を
卒
業
し
て
数
十
年
後
の
同
窓

会
で
、
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
こ
こ
で
や
っ
た
こ
と
と
は
、
親
が
や
っ
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。 

 

勉
強
を
す
る
よ
う
に
と
言
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に

勉
強
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
の
も
大
切
で
す
。
そ
の
環
境
の
一
つ
が
、
家
に
、

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
本
が
あ
る
環
境
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

教
科
書
に
あ
る
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
の
点
数
に

直
結
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
を
す
る
こ
と
で
、
テ
ス
ト
の
点
数
が
上
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
身
の
な
い
バ
ブ
ル
と
同
じ
で
す
。 

 
教
科
書
に
あ
る
こ
と
を
覚
え
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
テ
ス
ト
で
は

せ
い
ぜ
い
、
１
０
０
点
満
点
で
５
０
点
か
６
０
点
し
か
取
れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

そ
れ
以
上
取
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
は
、
教
科
書
に
出
て

き
た
こ
と
を
た
だ
意
味
も
な
く
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の

か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
論
理
的
な
思
考
力
が
必
要
で
す
。
そ

の
思
考
力
は
、
活
字
を
読
む
こ
と
で
着
実
に
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

あ
り
き
た
り
な
言
葉
に
な
り
ま
す
が
、
中
身
の
あ
る
確
か
な
学
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
必
要
な
唯
一
無
二
の
方
法
が
、
活
字
を
読
む
こ
と
、
つ
ま
り
読
書

を
す
る
こ
と
で
す
。 

        

１０月の予定 
中学３年生入試対策講座 ２日・９日・１６日・３０日（土）  １３時３０分～１７時 

（後期中間テストの日程により変更になることがあります。） 

 

３日（日）中学３年生 岐阜新聞学力テスト第２回目 会場 啓伸塾教室 

８日（金）漢字検定 会場 啓伸塾教室  時間は個別でご案内しています。 

 

 

 

塾からのご案内が、啓伸塾ホームページ(啓伸塾便り)から見られます。 

啓伸塾 HP   keishinjyuku.com   
      

啓伸塾便り   keishinjyuku.com/diary/  

 

 


